
北海道大学 DX 博士人材フェローシップ申請フォーム 
（申請期間までに ELMS 上に以下の申請フォームが表示されます。） 

 
1. 学生番号 

 
2. 氏名 

 
3. 在学期間は標準修業年限内ですか。（休学期間は除きます。） 

・はい  → 4.へ進んでください。 
 ・いいえ → 本フェローシップの申請要件を満たすことができないので、申請できません。 

 
4. 以下の項目で、該当する項目がありますか。 

・はい  → 本フェローシップの申請要件を満たすことができないので、申請できません。 
 ・いいえ → 5.へ進んでください。 
  ① アンビシャス博士人材フェローシップ制度（情報・AI 又は SDGs）の支援経費を受給してい

る者 
  ② 独立行政法人日本学術振興会特別研究員事業の支援経費を受給している者 
  ③ 所属する大学や企業等から、生活費相当額として十分な水準（年額 240 万円程度）で、給

与・役員報酬等の安定的な収入を得ている者 
  ④ 国費外国人留学生制度による支援を受ける留学生又は本国からの奨学金等の支援を受ける留

学生 
  ⑤ 本研究奨励費等と同等あるいはそれ以上の額の他の給付型支援経費（ただし，学生が研究に

専念できる環境を整備することを目的とする支援経費に限る。）を受給している者 
 
5. 現在、下記の教育プログラムを履修していますか。（複数回答可） 
 ・いいえ → 6.へ進んでください。 
 ・はい  → 履修中の教育プログラムについて、下記から選択した後に、6.へ進んでください。 

① データサイエンス基礎力養成プログラム 
② データサイエンス実践力養成プログラム・課題解決型 DS-PBL 
③ データサイエンス実践力養成プログラム・社会展開実践 DS-Design 
④ データサイエンス・AI・e-教材オープンコース」（仮称） 
⑤ 人間知・脳・AI 教育プログラム 
⑥ 教養深化プログラム 
⑦ One Health フロンティア卓越大学院プログラム Ally コース 
⑧ 物質科学フロンティアを開拓する Ambitious リーダー育成プログラム（ALP） 
⑨ スマート物質科学を拓くアンビシャスプログラム（SMatS） 



⑩ 大学院共通授業科目：社会と健康 
⑪ 大学院共通授業科目：南極学 
⑫ 大学院共通授業科目：食の安全・安心基盤学 
⑬ 大学院共通授業科目：脳科学入門 
⑭ 大学院共通授業科目：脳科学研究の展開 
⑮ 大学院共通授業科目：博物館学 
⑯ 大学院共通授業科目：新渡戸カレッジ基礎プログラム大学院教育コース 
⑰ 大学院共通授業科目：新渡戸カレッジオナーズプログラム大学院教育コース 
⑱ 大学院共通授業科目：PARE 
⑲ 大学院共通授業科目：RJE3 
⑳ 大学院共通授業科目：STSI 
㉑ 大学院共通授業科目：JICA 開発大学院連携プログラム 
㉒ 大学院共通授業科目：外科系臨床医学研究の新展開 
㉓ 大学院共通授業科目：JICA 開発大学院連携プログラム環境科学 
㉔ 大学院共通授業科目：医療 AI 開発者養成プログラム【インテンシブ】 
㉕ 国際共同教育プログラム（コチュテル・プログラム、ダブル・ディグリー・プログラム） 
㉖ その他の教育プログラムを履修している場合 

    （プログラム名：                     ） 
 
6. 既に修了した教育プログラムはありますか。（複数回答可） 

・いいえ → 7.へ進んでください 
 ・はい  → 履修した教育プログラムについて、下記から選択した後に、7.へ進んでください。

（修了証等が発行されている場合には、修了証の PDF 又は画像データを提出してく
ださい。） 

① データサイエンス基礎力養成プログラム 
② データサイエンス実践力養成プログラム・課題解決型 DS-PBL 
③ データサイエンス実践力養成プログラム・社会展開実践 DS-Design 
④ データサイエンス・AI・e-教材オープンコース」（仮称） 
⑤ 人間知・脳・AI 教育プログラム 
⑥ 教養深化プログラム 
⑦ One Health フロンティア卓越大学院プログラム Ally コース 
⑧ 大学院共通授業科目：社会と健康 
⑨ 大学院共通授業科目：南極学 
⑩ 大学院共通授業科目：食の安全・安心基盤学 
⑪ 大学院共通授業科目：脳科学入門 
⑫ 大学院共通授業科目：脳科学研究の展開 



⑬ 大学院共通授業科目：博物館学 
⑭ 大学院共通授業科目：新渡戸カレッジ基礎プログラム大学院教育コース 
⑮ 大学院共通授業科目：新渡戸カレッジオナーズプログラム大学院教育コース 
⑯ 大学院共通授業科目：PARE 
⑰ 大学院共通授業科目：RJE3 
⑱ 大学院共通授業科目：STSI 
⑲ 大学院共通授業科目：JICA 開発大学院連携プログラム 
⑳ 大学院共通授業科目：外科系臨床医学研究の新展開 
㉑ 大学院共通授業科目：JICA 開発大学院連携プログラム環境科学 
㉒ 大学院共通授業科目：医療 AI 開発者養成プログラム【インテンシブ】 
㉓ 国際共同教育プログラム（コチュテル・プログラム、ダブル・ディグリー・プログラム） 
㉔ その他の教育プログラムを修了した場合（他大学出身者は当該大学で履修した教育プログラム
も対象とします。ただし、大学院レベルのプログラムに限ります。） 

    （プログラム名：                     ） 
 
7.  本フェローシップの受給が決定した後に、履修を予定している教育プログラムはありますか。（複

数回答可） 
・いいえ → 8.へ進んでください。 

 ・はい  → 履修予定の教育プログラムについて、下記から選択した後に、8.へ進んでください。 
① データサイエンス基礎力養成プログラム 
② データサイエンス実践力養成プログラム・課題解決型 DS-PBL 
③ データサイエンス実践力養成プログラム・社会展開実践 DS-Design 
④ データサイエンス・AI・e-教材オープンコース」（仮称） 
⑤ 人間知・脳・AI 教育プログラム 
⑥ 教養深化プログラム 
⑦ One Health フロンティア卓越大学院プログラム Ally コース 
⑧ スマート物質科学を拓くアンビシャスプログラム（SMatS） 
⑨ 大学院共通授業科目：社会と健康 
⑩ 大学院共通授業科目：南極学 
⑪ 大学院共通授業科目：食の安全・安心基盤学 
⑫ 大学院共通授業科目：脳科学入門 
⑬ 大学院共通授業科目：脳科学研究の展開 
⑭ 大学院共通授業科目：博物館学 
⑮ 大学院共通授業科目：新渡戸カレッジ基礎プログラム大学院教育コース 
⑯ 大学院共通授業科目：新渡戸カレッジオナーズプログラム大学院教育コース 
⑰ 大学院共通授業科目：PARE 



⑱ 大学院共通授業科目：RJE3 
⑲ 大学院共通授業科目：STSI 
⑳ 大学院共通授業科目：JICA 開発大学院連携プログラム 
㉑ 大学院共通授業科目：外科系臨床医学研究の新展開 
㉒ 大学院共通授業科目：JICA 開発大学院連携プログラム環境科学 
㉓ 大学院共通授業科目：医療 AI 開発者養成プログラム【インテンシブ】 
㉔ 国際共同教育プログラム（コチュテル・プログラム、ダブル・ディグリー・プログラム） 
㉕ その他の教育プログラムを履修予定の場合 

    （プログラム名：                     ） 
 
8. 英語の能力を示す資料として、下記に指定するスコアレポートを提出することが出来ますか？ 

［指定スコアレポート］： 
TOEIC L&R、TOEIC-IP、TOEFL-iBT、TOEFL-ITP、IELTS 

※①令和３年 10 月１日を基準として、過去 2 年以内に受験したものであること。 
 ②必ず名前とスコアが確認できるものであること。 

（テスト結果インターネット表示の画面ではなく、郵送されたスコアレポートや公式認定書等を
電子コピーすること。） 

 ・いいえ → 9.へ進んでください。 
 ・はい  → 提出するスコアレポートを選択し、スコアを入力してください。 
        ※申請書類と合わせて、スコアレポートを忘れずに提出すること。（スコアレポート

の提出が無い場合は、選抜の際の考慮要素としない。） 
        ①TOEIC L&R 

②TOEIC-IP 
③TOEFL-iBT 
④TOEFL-ITP 
⑤IELTS 
                  スコア：       

 
9. 研究題目（予定でも可）を記入してください。 
 
 
 
10. 希望する進路を下記の中から選んでください。 

① アカデミア 
② 企業 
③ 官公庁 



④ 起業
⑤ 海外
⑥ その他（ ） 

11. 設問 5. 6. 7.において、１つでも「はい」と回答しましたか？
・いいえ → 12.へ進んでください。
・はい  → ○○の手順に従って、申請書類をアップロードしてください。

12. 現在履修している教育プログラム、既に修了した教育プログラム、今後履修を予定している教育
プログラム、いずれも無い場合、指導教員（指導予定教員を含む。）の推薦書が必要になります
が、推薦書を提出することが出来ますか？

・いいえ → 本フェローシップの申請要件を満たすことができないので、申請できません。
・はい  → ○○の手順に従って、申請書類をアップロードしてください。


